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山陰ゲートウェイ境港

境港貿易振興会視察資料

２０２３年７月１１日国際コンテナターミナルガントリークレーン２号機供用開始



島根県

鳥取県

港湾区域

○境港は、鳥取県と島根県の両県にまたがる港湾区域を有し、北方を島根半島により遮蔽されている天
然の良港であり、日本海側有数の国際貿易港

○１８９６年（M29）に開港（神戸税関管内では神戸港に次ぎ２番目）、１９５１年（S26)重要港湾指定。
○後背地は鳥取県米子市、境港市及び島根県松江市、出雲市、安来市など人口約６０万人、,製造品出

荷額約９千２百億円（主な業種：食料品、パルプ・紙、電気機械、鉄鋼業）の圏域
○港湾管理者は境港管理組合（１９５８年（S33)設立、管理者：鳥取県知事、副管理者：島根県副知事）
○鳥取県側：41バース（水深４．５ｍ～１４ｍ）、島根県側：7バース（水深４．５ｍ～９ｍ）

：岸壁

２

境港

境港の位置と概要

境港市

米子市

松江市

安来市



無料区間が多い境港後背地の高速道路網
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境 港

R7年中に浜田市まで接続
（一部のみ有料道）

無料の高速道路
（鳥取市・作用IC方面）

山陰自動車道

米子道
（落合IC方面）

松江尾道道（無料）
（三次、尾道方面）



○国・鳥取県・島根県・関係市村が参加する会議で必要性が整理され、具体化に向けた
取組がスタート！（令和３年３月：中海・宍道湖圏域道路整備勉強会）

現在、国が関係自治体と協力して具体化に向けた検討を実施中！

米子・境港間の高規格道路の整備推進
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江島地区

内港地区

外港昭和北地区

外港竹内地区
外港竹内南地区

弓ヶ浜

米子市

安来市

松江市美保関町

江島大橋
（ベタ踏み坂）

米子
鬼太郎空港

外江地区

松江市八束町

外港中野地区

地区名

コンテナ貨物

木材チップ、雑貨品

主要施設 主要取扱貨物等

外港昭和南
-14mﾊﾞｰｽ　280m

-13mﾊﾞｰｽ　270m

地区名 主要施設 主要取扱貨物等
外港中野地区 -12バース　240m 原木

地区名

-9m ﾊﾞｰｽ 　165m 原木・石材

-7.5mﾊﾞｰｽ　130m セメント

主要取扱貨物等

江島

主要施設

地区名

ｾﾒﾝﾄ・原木

重油、雑貨品

主要施設 主要取扱貨物等

外港昭和北
-9m  ﾊﾞｰｽ  370m

-7.5mﾊﾞｰｽ　260m

「境港」の全景と主要岸壁

大山
米子市

地区名 主要施設 対象船舶

外港竹内南 -10mバース　300m
内貿RORO船,国際フェリー船,
クルーズ船

外港竹内南地区 ２０２０.４供用開始

内港地区

外江地区

外港昭和南地区

地区名 主要施設 主要取扱貨物等

-13mﾊﾞｰｽ 270m 木材ﾁｯﾌﾟ

外港昭和南 -10mﾊﾞｰｽ 185m 金属くず

-7.5mﾊﾞｰｽ 130m

国際ＣＴ

外港中野地区

江島地区

外港昭和北地区

外港昭和南地区
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日本海側拠点港 選定機能

① 国際海上コンテナ拠点
 ・中国・韓国へのダイレクト輸送促進による

輸送コスト縮減

② 原木拠点
        ・基幹産業である合板製造工場が多数存在

④ 国際フェリー・
ＲＯＲＯ船拠点

・対岸への近接性を活かした
  環日本海物流ルートの維持･拡大

⑤ リサイクル貨物拠点
・環日本海静脈物流の形成

その他重点機能

国際コンテナターミナル

原木荷役状況

国内
ＲＯＲＯ船（試験輸送）

③ 外航クルーズ拠点
         ・クルーズ誘致による観光立国の

実現

2016年
初寄港のオベーション・オブ･ザ・シーズ

・物流コスト削減とリードタイム短縮による国際競争力強化
・観光立国の実現
・循環型社会の構築

境港の主要機能
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物流における境港の優位性
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境港と世界を結ぶ定期コンテナ航路

2023年7月現在

週４便

週１便

週１便
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国際フィーダー日本海航路の促進

➢ 神戸港・境港・京都舞鶴港・敦賀港の間で国際フィーダー日本海航路が週１便の定期化！
・神戸・境港・敦賀港間で開始（昨年11月～）されたトライアル航路が京都舞鶴港も加えて令和4年3月から定期航路化
・境港管理組合も岸壁使用料、荷役機械使用料を減免する等、航路活用の促進を支援！
・取扱貨物は順調に増加しており、今後定期航路の増便に向けPSの取組を加速！

➢ 新たに国内貨物の積載サービスも開始（国内各地への内航定期航路網を通じた移送が可能）

＜運航スケジュール＞
神戸港（土）～敦賀港・京都
舞鶴港（火）～境港（水）～神
戸港（土）
※毎週台湾（輸出約8日、輸
入約12日）への輸出も可能

世界各港

神戸

京都舞鶴
境

敦賀

R3.11日本海側初の国際フィーダー航路開設

世界各港

神戸

ひびき
(積替)

境

敦賀

ひびき積替えによる週２便の定期運航（今後）

週１便

＜主な利用貨物＞
陸上輸送により神戸港を利
用している荷主、及び海上輸
送の混乱により境港から神戸
港に利用振替している荷主
等の貨物等

境港国際コンテナターミナルでの荷役状況

週２便

【運航船舶】だいこく 船社：井本商運（株）
総トン数：749ton 最大積載：189TEU

R3.11～R4.12の境港航路別コンテナ貨物取扱量（実入り）（TEU）

・航路利用が着実に増加！
・欠航もなく、安定的な就航！
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※北米・ＥＵは25～45日程度 詳細は集荷代理店まで

境港から主要港へのリードタイム
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➢ 韓国航路（釜山港Ｔ／Ｓ） ※韓国船社HPより

➢ 国際フィーダー航路（神戸港Ｔ／Ｓ） ※OOCL社HPより

港 輸出 輸入

韓国 釜山 1～2日 1～4日

中国

上海 6～10日 4～12日

天津 5～10日 3～10日

大連 4～10日 4～10日

青島 4～9日 4～11日

寧波 8～10日 5～11日

港 輸出 輸入

タイ
ﾊﾞﾝｺｸ 11～14日 14～17日

ﾚﾑﾁｬﾊﾞﾝ 13～15日 11～16日

ﾍﾞﾄﾅﾑ
ﾎｰﾁﾐﾝ 8～11日 8～13日

ﾊｲﾌｫﾝ 6～11日 7～12日

北米 25～40日程度
詳細は集荷代理店までＥＵ

港 輸出 輸入

台湾
基隆 12日 14日

高雄 10日 12日

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ﾏﾆﾗ 16～18日 17～19日

タイ ﾚﾑﾁｬﾊﾞﾝ 18日 16日

ﾍﾞﾄﾅﾑ ﾎｰﾁﾐﾝ 13日 22日

内貨輸送 移出 移入

日本

神戸 2日 4日

東京･横浜 7日 7日

名古屋 10日 11日

仙台 12日 9日

苫小牧 16日 12日

2023年7月現在



上位の貿易相手国では、中国、フィリピン、インドが減少し、
 韓国、タイが増加している。

■主な貿易相手のコンテナ取扱量（2022年実績）

＊全体数量： 20,618TEU

＊韓国航路        ： 17,067TEU  （全体の 82.7％）（輸出：紙・パルプ、木製品、非鉄金属 輸入：木製品、非金属鉱物、鉄鋼）

＊中国航路  ：     199TEU  （全体の    1.0％）（輸出：紙・パルプ、電気機械 輸入：電気機械、家具装備品）

＊国際フィーダー：  3,352TEU  （全体の  16.3％）（輸出：紙・パルプ、木製品、水産品 輸入：木製品、製造食品）

■2022年 コンテナ貨物の傾向

■取扱貨物の傾向 （2022年実績）

境港の取扱貨物量
○全体貨物量は350万トンで増加した。2020年は新型コロナウィルス感染症の流行に伴い300万トンを割り込んだ。2021年から202年にかけて国内・海外

の需要回復もあり、回復傾向にある。
○コンテナ貨物量（実入り）は2009年以降右肩上がりで増加していたが、2020年はコロナ感染拡大の影響により取扱量が減、2022年は中国航路が休止、

韓国航路が前年比15％減となり大幅減となったが、R4年から定期化した国際フィーダー航路が下支えしている。

■コンテナ（実入り）取扱量

■全体貨物量
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紙・パルプ

69.4%

木製品

12.3% 金属くず

6.2%

非鉄金属

3.9%

水産品

1.8%

その他

6.5%

輸出

１４万トン

木材チップ

78.6%

原木

8.8%

再利用資材

4.0%

化学薬品

1.0%

鉄鋼

1.6%

その他

6.1%

輸入

１９４万トン

その他の石油

23.2%

セメント

24.7%

揮発油

21.1%

原木

16.1%

重油

9.5%

その他

5.5%
移入

１２４万トン

水

46.6%

重油

29.8%

木製品

5.8%

紙・パルプ

5.8%
取合せ品

3.3%

その他

8.6%

移出

１９万トン

Ｒ４ Ｒ３

（２０２２）年 （２０２１）年

1 中国 6,932TEU 8,892TEU -22.0%

2 韓国 3,455TEU 2,324TEU 48.7%

3 フィリピン 3,406TEU 5,087TEU -33.0%

4 タイ 1,773TEU 1,433TEU 23.7%

5 インド 467TEU 627TEU -25.5%

順位 国  名
前年比

増減率

20,618TEUで対前年から微減
※国際フィーダー定期航路が寄与

350万トンで対前年から回復傾向



⚫ 働き方改革関連法がR6.4に「自動車運転の業務」へも適用。人手不足の深刻化など、

「モノが運べなくなる」事態の発生などが懸念 ⇒「物流の2024年問題」
⚫ 効率化、適正価格化の実現に向けた「ホワイト物流」推進運動が大切

「ホワイト物流宣言」を行い、物流効率化や価格適正化
の取組を行った荷主や運送事業者を支援

補助率１／２、上限５００万円
※運送事業者と荷主が共同して行う場合 上限1,000万円
 燃油サーチャージ導入等の契約を行った場合 補助率2/3

R5.6
補正

2024年を見据え、持続可能な物流構築を促進

「ホワイト物流」の取組に加え、「モーダルシフ
ト」や「最先端の物流」を支援＋ R5

予算

物流の2024年問題（ホワイト物流の推進/鳥取県)
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物流の2024年問題解決に向けた官民連携プラットフォーム

参加者 荷主企業（経済団体、農水産団体）、物流事業者（県トラック協会、

日本貨物鉄道（株））、国（鳥取運輸支局、鳥取労働局）、県

ホワイト物流推進ＷＧ

【メンバー】

荷主企業（経済団体、農水産団体） 、県トラック協会、運
輸支局、鳥取労働局、物流専門家 等

事務局：通商物流課

【検討項目】物流効率化の勉強会、人材確保方策検討、荷
主と運送事業者の意見交換、施策の提案 等

モーダルシフトＷＧ

【メンバー】

県トラック協会、日本貨物鉄道（株）、船舶代理店、フォ
ワーダー、鳥取運輸支局、物流専門家 等

事務局：通商物流課

【検討項目】鉄道、内航船の利用促進勉強会、施策の提案等

県予算への反映、国への提案要望



太平洋側港湾のバックアップ物流ルート
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➢ 地震以外の大規模災害も増加

○集中豪雨による水害の増加

・西日本を中心に、全国的に広い範囲で集中豪
雨、ゲリラ豪雨が発生

・増水による河川の氾濫、土砂崩れが頻発

○大型化する台風

・温暖化により、台風が日本近海
においても再発達し、大型化

・降雨、暴風被害とともに、港湾に
おいても潮位の上昇による浸水
被害なども増加

・降雨時による高速道路や鉄道網の計画的な
通行止め、計画運休も頻発

・頻発する災害時の物流網の寸断

平常時から複数の物流ルートを確保し、
一部貨物で境港を定期利用することが

BCPの観点から必須



➢ 令和４年度の取組
• 境港背後圏の物流実態調査
• 境港背後圏の需要特性に応じた輸送資機材の検討（令和５年度も継続）。

➢ 令和３年度の取組
• 敦賀～博多航路の境港途中寄港による試験輸送を上り・下り各１回実施。
• 貨物量、輸送コスト、輸送資機材等の課題抽出と対策について協議。

➢ 境港内航RORO開設推進協議会の設置【H31.1】
• 物流の効率化、災害対応力の向上を目指すため、官民が連携し、荷主企業・

物流企業・行政機関で構成する協議会を設置

境港の物流機能リダンダンシー確保に向けて
➢ 日本海側海上輸送網の強化 ➢ 物流網強化と国土強靭化を目指して

××

ＪＲ貨物の途絶（平成30年7月豪雨）

◎新設航路区間（敦
賀港～博多港） 
（H31.4月より）

◎境港への途中寄
港による試験輸
送の実施

➢日本海側海上輸送網の強化
・大規模災害時の海上輸送におけるリダンタンシーの確保及
び強化（太平洋側輸送網のバックアップ機能の充実）。
➢定期航路化に向けた試験輸送の実施
・H27年12月SEA&RAIL一貫輸送（北九州港～境港）
・H28年6月北海道方面試験輸送（苫小牧～敦賀～境港）
・H28年12月九州・関東方面試験輸送（東京～博多～境港）
・H29年7月,H30年2月,3月,6月,7月北海道方面試験輸送
・R3年6,7月北陸、中部方面、九州方面試験輸送（敦賀港～境
港～博多）

R3.7.11の試験輸送の状況

境夢みなとターミナル（R2.4供用）

➢ 令和５年度の取組
• 災害時海上輸送応援協定の締結
• 2024年問題やカーボンニュートラルの対応を含め、境港背後圏のモーダルシ

フトを促進するセミナーを開催 14

既存航路区間

【近年の取組状況】



2004年
国際コンテナターミナル供用開始

2013年
蔵置場拡張

「境港」外港昭和南地区 施設整備状況

コンテナ岸壁の早期整備を国に要望中
岸壁規模：水深１２ｍ、延長２３０ｍ
目的：狭隘な係船施設の改善

コンテナ取扱量の増加やコンテナ船の大型化に対応

2006年
ガントリークレーン設置

2023年
2基目ガントリークレーン供用開始
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港湾荷役用機械（ガントリークレーン）の増設

外港昭和南地区国際コンテナターミナル

２０２３年７月１１日供用開始
①境港背後圏域のポテンシャルへの対応
• ２００６年に設置以降、コンテナ取扱量は着実に

増加

②コンテナ船の大型化への対応
• コンテナ船1700TEU級に対応可能

③ガントリークレーン１基体制の脆弱性への対応
• １基体制におけるリスク管理上の課題を解消
（部品交換等の計画的な維持管理が可能となるほ
か、トラブルによる荷役ができない状況を回避）
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※ 国内陸送加算は、鳥取県中・西部、島根県東部地域が発着地の場合は対象外

問い合わせ先 境港貿易振興会
TEL:0859-47-3905 FAX：0859-47-3906

荷主への助成制度
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新規・小口：Ｈ２０．４～
利用拡大：Ｈ２１．４～



助成制度の拡充
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助成対象：Ｒ５．６．３０～ 助成対象：Ｒ５．７以降の交付決定日～（事前申請が必要）



境港を利用する新規荷主の開拓を行う物流事業者の方へ助成します。

鳥取県物流事業者等新規荷主開拓支援事業補助金

補助対象者 物流事業者等（※）

※貨物利用運送事業者、港湾運送事業者、海上運送事業者、商社

補助対象事業

①境港を新規に利用する荷主を開拓するもの
②境港利用歴はあるが、過去１年以内に取り扱いのない新たな
品目の輸出または輸入を開始する荷主を開拓するもの

※①、②いずれも１０TEU以上の利用から対象。
 継続性が認められない一過性の事業については補助の対象外。

補助金額 １TEUにつき、１万円

補助上限額 １認定事業者につき、１００万円

補助事業期間
補助事業開始日から１年間
補助事業開始日から１年間を経過する前に補助限度額に達した場合、もしくは
対象となる事業の条件に達した場合は、その時点で交付申請が可能。

鳥取県商工労働部通商物流課 TEL:0857-26-7661 FAX：0857-26-8117問い合わせ先
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物流事業者等への助成制度

制度開始：Ｒ３．４～



クルーズ客船の寄港再開
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寄港数及び乗客数の推移

6千㌧未満

6千㌧以上2万㌧未満

2万㌧以上8万㌧未満

8万㌧以上12万㌧未満

12万㌧以上

日本人

外国人

計

（千人）（回）

61回

4回

0回

37回

53回

2回

（26回）

クルーズ客船受入れにかかる取組

➢ 2023年から国際クルーズ客船の寄港再開
・近年は8万㌧級以上の寄港回数が急増
・2017年には過去最高の６１回が寄港し、以降2年連続で旅
客数が6万人超え

・2020年は新型コロナ感染症の世界的流行により０回となっ
たが、国内クルーズ船受入マニュアルを策定する等、感染
症対策を踏まえた受入体制を整備。

・2021年から、飛鳥Ⅱ等国内クルーズが寄港を再開
・2023年3月22日に国際クルーズ再開
・2023年の寄港予約は28回であり、コロナ前の寄港数の回
復に向け受入環境や安全対策を強化

➢ 受入安全対策（国際クルーズ）
R5.1 客船受入れマニュアルの改定
R5.3 CIQ等関係機関による受入れﾘﾊｰｻﾙ
R5.3.22 国際クルーズ客船の寄港

➢ ｸﾙｰｽﾞ船事業者と地域の相互理解促進
「境港クルーズ客船環境づくり会議」（行政・商工会議所、観光

協会、観光・交通事業者等約６０機関で構成）を開催し、地域が
クルーズを安心して受け入れられるようにクルーズ船社及び境
港管理組合の安全対策を説明し、観光事業者においても感染
症対策を講じるよう要請。

R5寄港予約
(国際ｸﾙｰｽﾞ再開)

(国内ｸﾙｰｽﾞ再開)

ウエステエルダム寄港の様子（令和5年3月22日撮影）

20ポストコロナで急速に人流が戻りつつある！
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